
「豊田橋跡から小松・金指・奥山半僧坊へ」



○ 方広寺と奥山半僧坊

深奥山方広高寿禅寺 (略 して深奥山方広寺)は臨済宗方広寺挑Ω大本山で,

後醍醐天皇の皇子,無文元選禅師が井伊氏の一族奥山六郎次郎朝藤の招きを受

けて,建徳 2年 (1371)に 開創 した。本尊は釈迦牟尼仏,脇侍は文殊菩薩
・普賢菩薩で観応 3年 (1352)の 作。共に国指定重要文化財。境内の各所

には五百羅漢の石像が安置されている。

奥山半僧坊は,奥山半僧坊大権現と呼ばれ,方広寺の鎮守である。半僧坊真

殿に祀られている。

伝説によると,無文元選禅師が中国より帰国の時,海で暴風にあつたが,鼻
の高い一人の異人が現れ,船を無事博多の港に導いた。そして禅師が方広寺を

開いた時,再び現れ,こ の山の鎮守とならんと言い,半ば僧に似ているところ

から半僧坊と名乗 り姿を消した。以来方広寺を護る鎮守として祀られたという。

江戸時代の半僧坊信仰はふるわなかった。方広寺は,幾度か火災にあったが,

明治 14年の大火で,半僧坊は類焼を免れたところから,た ちまちすぐれた霊

験をもつものと,信仰を広く集めるようになった。

厄難消滅 。海上安全・火災消除・諸願満足の御利益があるという。

○ 半僧坊道

半僧坊道は遠州を代表する信仰の道である。天竜川以西の半僧坊へのルー ト

は,浜松中央から三方原,金指へのルー ト,豊田橋から笠井・小松 (あ るいは

西ヶ崎)・ 三方原・金指へのルー ト,安間 (あ るいは池田橋)から市野 。三方

原 ,金指へのルー ト,宮 日から都田 。金指ルー ト,浜名湖東岸や北岸のルー ト

など,い くつもある。また,時代により道筋は変化 している。

明治 16年に天竜川の池田橋や豊田橋が開通したことと合わせて,引佐・住
玉郡長であつた松島吉平 (十湖)が ,明治 17年,諸国からの半僧坊への参詣

者の便を図るために,音頭取 りとなって,方広寺から浜松 。本坂・市野・笠井
。宮日,渋川等へ通じる道路へ町石を建立したと記録がある。明治十年代後半

には多くの町石や道標が建てられた。

本案内資料は,豊田橋から笠井 。小松・三方原 。金指へのルー トについて,

案内する。豊田橋のたもとにあつた町石によると,半僧坊までの道のりは,

六里拾丁三十五間  (約 24.7km)
である。

○ 半僧坊道の復元について

本資料の道筋は,大 日本帝国陸地測量部が明治 23年に測量した二万分の一

の地図をもとにし,地元の人の話も参考にして,明治十年代後半から二十年代

初め頃の道筋を現在の地図上に復元 した。現在の地図は,国土地理院の 「電子

国土ポータル」を活用した。
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道標

案内資料における半僧坊道の道標と町石

資料番号

NO 3

6

8

11
20
22
25
27
29
31
33
34
35
36
39
45
追カロ

47
55
69
70
追加

78

(2基 ) 左 半僧坊道

左 平口 気賀 金指道

(不明)

右 中善地わたし舟

右 奥山半僧坊

左 平口ふどう

(左)半僧坊

左 奥山半僧坊道

右 奥山半僧道

左 みやこだ かなさし けが道

右 半僧坊道

左 かなさし道

右 半僧坊

右 かさいみち

左 半僧坊道

右 金さしをくやま道

左 金指井伊谷奥山道

左 犬居秋葉道 右 浜松市野道

半僧坊ヘ

左 奥山半僧坊ヱ

半僧坊

右 け賀 左 加 さい

はうかう寺

右 半僧坊大権現道

以上は

半僧坊または半僧坊道に関わる

刻銘のみ表示

亥」 銘 建立年月

明治 15.
(不明)

明治 17
明治 14.
明治 17.

(不明 )

(不明 )

明治 17
明治 17.
明治 2

(不明)

(不明 )

明治 15.
宝暦

明治 17.
大正元.1
大正 4ごろ

明和 2.8
(不明)

明治 18.
明治 16
文化 2. 6

(不明 )

断目不口1 6.

8 町 石

常夜灯

５

６

資料番号

NO. 2
11(道 標 )

14
追加

22(道 標 )

24
27(道 標 )

32
36(道 標 )

追加

38
追加

47(道 標 )

追加

追カロ

52
追加

55(道 標 )

56
69(道 標 )

70
追加

74
75(2基 )

76
77
82
83
84
9072

追カロ

92

5

4

六里拾丁二十五間

五里三十二丁四十六間

五里十五丁

五里十五丁

(五里十)四丁

(五里十)二丁

四里三十壱丁

四里十六丁

四里

四里十 (  )
三里十 (  )
式匡十九 (丁 )

弐 (里拾七丁)

弐里九丁

弐里人丁三十五間
二里 (  )
弐里二丁

弐里四町

弐里

壼里壼丁

三十六丁目
一里

二拾七町

第拾武 (丁 目)

(第拾)萱丁 目

十二 (丁 )

第拾丁 目

第参丁 目

第弐丁 目

第萱丁 目

四丁 目半僧坊大権現  秋葉山大権現

半僧大権現  秋葉大権現

半イ曽坊大権現夜燈

亥1

６

０

銘

7

12

建立年月

明治 17.6
明治 17.6
明治 18.4

(不明)

(不明)

(不明)

明治 17.5
明治 17
明治 17.6
明治 1(  )
明治 17
明治 16

(不明)

明治 16
明治 16
明治 37.3
明治 (不明)

明治 18.7
明治 16
明治 16
明治 15。 6

明治 37.3
明治 17.1
明治 15
明治 15
明治 37.3
明治 15
明治 15
明治 15
明治 15
(不明).3安永 5.12

(不明)

致:化 4. 1 (道標)は道標を兼ね

ているもの

(  )は 不明

(  )内 に数字・文字がある

きるものや他の町石や記録か 2

ものは,推定で

推定できるもの
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1 豊田橋跡

天竜川豊田橋は明治 16年 2月 , 豊田郡末嶋村|(現浜松市豊西町)よ り豊

田郡匂坂中村 (現磐田市匂坂中)に架けられた有料橋で,長 さ816間 (約 1

|

==→
|

豊田橋 「静岡県明治銅版画風景集」

(羽衣出版)よ り

470m)幅 2間 (3.6m)
の木橋であつた。松島吉平 (十

湖)な どが架橋発起人 とな り
「豊田社」を創立 して経営 し

た。交通上の便益は増 し,地
域発展に大いに役立ったが ,

6年後の明治 22年の洪水に

より流失 した。完全復旧はで

きず,いつ しか昔の渡船に変

わり,土地の渡 し守により細
々と戦前まで続けられた。

残 された橋脚

2 半僧坊町石

かささぎ大橋の碑 と並んで半僧坊ヘ

の道の りを示す大きな町石が建てられ

ている。正面に「奥山半僧坊 六里拾

丁三十五間」,裏に 「明治十七年六月建

立」「末島村 川合貞一郎 (他 12名 の

氏名 )」 と刻まれている。川合貞一郎は

後の豊西村村長である。豊田橋開通直

後の道標で,以前は豊田橋のたもとに

建てられていた。

豊田橋が開通後,十湖は 「春風 も吹渡也橋あ

らた」「夏の夜や長き渡 りの豊田橋」と句を詠ん

でいる。

豊田橋流失から120年 ,平成 9年 にかささ

ぎ大橋が開通 した。

豊田橋跡 より家並みの間を半僧坊道が通つて

いる。

3 +湖 百句塚と道標

百句塚は明治 39年 に笠

井町福来寺に大木随虎・松

島十湖 らによって建立され ,

その後 ,御殿 山か ら法永寺

に移転 し,平成 22年 にこ

の地に移転築造 された。芭

蕉翁の句 「ものいへば唇寒

し秋の風」 を中心に 100
基以上の句碑が建てられている。

百句塚の人 口横に, 2つ の道標が建

てられている。もとは笠井上町より小

松へ向か う半僧坊道の交差点にあつた

が,法永寺に移転後 さらに百句塚 と共

にこの地に移 された。 1つ は「左半僧
坊道」「明治十五年人月建之」 と刻ま

れ,も う一つは 「直秋葉山 左 平口

気賀 金指道Jと 刻まれている。

4 百人一句塚

百人一句塚は,御嶽神社境内に明治
29年松島十湖が当時の俳人たちを勧

誘 して建てたものである。地元の人た

ちが多いが,やや大きな一基には,芭
蕉をはじめ,十湖の師匠である烏玉 (有

賀豊秋),夷 自 (欄木要右衛門)な ど
の句が刻まれている。芭蕉の句 「ふる

池や蛙 とびこむ水のおと」がある。
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5 +湖池

豊田川沿いの堤防の西にあつた池で,約 1

ha程の広さがあった。慶応 4年 (1868)
5月 の暴風雨により天竜川堤防が切れ,そ の

勢いでこの堤防も破堤 した。濁流は水田のあ
つた場所に底な しといわれるほど深い池を残

した。地主であった松島十湖の名前から十湖

池 と呼ばれるようになった。昭和 45年豊田

川の改修で一部が埋め立てられたが,現在ビ

オ トープ (生物空間)と して再生させ地元の

6 撫松庵跡と道標

豊西町上公会堂の所に,明治 12年に松島十湖が建てた撫松庵があり,県会
議員など政治家として活躍している中,閑詠自適の一時を過ごした。庵の前の

築山に,芭蕉や俳諧の師であつた夷白・嵐牛 。烏玉などの句碑を建てた。そし
て引佐色玉郡長を勤めていた明治 17年に「志らぬ間にふえた白髪や秋の風」

有志が活動している。

松島吉平 (十湖)邸の銅版画には,撫松庵へ西に

向か う半僧坊道の曲が り角に,半僧坊大鳥居が描か

れている。

の句を十湖第一号をょ嚇 ュしている。
中央の大きな 職 に階望碑」 (親 を懐か

しみ仰ぎ見る)は明治 25年亡母の忌 日に

あたり建てた。

築山の西側にある道標は,「長上郡笠井

鳥田勘□」「明治十七年建□」とあるが,

その他は不明である。

7 水難供養塔

公会堂北側の墓地には,明治 10年に建てられた天竜

川水難者の供養塔がある。上に石仏が安置されたこの石

塔は安政 5年 (1858)以 降の水難者 30名 の戒名 と

松島吉_平 (十湖)の碑文が刻まれ,そ の傍 らにも明治 1

5年に建てられた石塔に 7名 の水難者の戒名が列記 して

ある。いずれも松島吉平が建てたものである。
この水難者供養塔の左手に「西国三十三所順祀観音」

「同行三拾七人」「元禄十二己卯年二月」(1699)と
刻まれた古い石仏がある。

8 道標

恒武町六所神社の前に道標がある。正面の

上部に地蔵が彫 られ,「右 中善地 わたし舟
かすい斎 左 笠井二俣 道」,左面に 「右

市野安間道」右面に 「明治十四年己五月・辰年
二歳男設立」 と刻まれている。元は道の東側

に建てられていた。天竜川の渡 しは明治 16
年に豊田橋架橋により途絶えたが,明 治 22
年橋の流失により,再び渡 しが戦前まで続け

られた。

9 遠陽市場跡

江戸時代より笠井村では「笠井市」が開かれ ,

遠江国における流通経済の拠点であったが ,

出店商人の増加に伴い,明治 23年に豊西村

恒武に新 しい市場を開設 した。浜松や各地の

商人により合計 40の店舗が並び,賑わった。

明治 32年には笠井街道が市場の中を通つた

が,鉄道の開通や物産流通の変化などにより,

賑わいは大正の時代と共に衰えていった。「静岡県明治銅版画風景集」 (羽衣出版)

2‐



と,こ の角に建てられていた半僧坊の道標 (明 治 17年)力 あ`る。

11 道標 と鳥居紀念碑

安国山養円寺境内に,大きな道標 と鳥居紀念碑がある。

道標は表に「右 奥山半僧坊 五里三十二丁四十六間」,

裏に 「明治十七年六月建之」「石寄附 豊田郡掛下村 横

井伊二郎 (他 3名 )世話人 村田新平 (他 5名 )」 と亥1ま

店」は江戸時代終わり頃の創業で,当 時は金物などをいろいろ扱っていた。その

他街道沿いには 「あぶらや」「おびや」「かまどや」「あまざけや」などの昔の屋

号が残つているが,最近は町屋の建物が少なくなってしまった。

半僧坊道はこの交差

点を右折 し,笠井の町

並みに入る。遠陽市場
の銅版画を見ると,こ
の角の手前に半僧坊鳥

居が描かれている。

北の養円寺には,鳥
居紀念碑 (明 治 32年 )

10 町屋と店蔵

笠井の町屋は南北の道を挟んで西側 と東

側の二列に連なり,奥行きの長い細長い町

屋 となっていた。度々の大火により,石造

り。レンガ造 りの建物や土蔵造 りの店蔵も

見られた。本町の蔵店 「こうじや」は明治

20年代の建築で笠井街道で最古とい う。

大正の初め,みそ 0こ うじを作って売 り始

めた。また,中 町の町屋造 りの 「鍋屋呉服

れている。 もとは本町 (下

組)の南端の角にあつた。

鳥居改築を記念す る鳥居

紀念碑は表に 「半僧坊鳥居

紀念碑」,裏 に「明治廿二年
五月建之」ほか寄附人 と世

話人の名を列記 している。

12 秋葉山常夜灯

中町の街道から西に入つたもと薬師堂の

前にある常夜灯である。「秋葉山常夜燈」「中

町講中」「御広前」「享和四甲子正月吉 日」

(1804)。 石工は三河国岡崎十王町

今井佐兵衛である。元は中町の街道沿いに

あつた。また,笠井町春 日神社に,天保 5

年 (1834)の 秋葉山常夜灯があり,も
とは本町 (下組)南端の木戸付近に建てら

れていた。

＼ ミヽ
I二113 笠井観音

集めてきたと語 り伝えられている。
正月十 日は,観音様の縁 日と笠井市の初市の日で 「だるま市 。十 日市」と呼ば

れ,賑わう。約 120年前からだるまが売 り出された。観音様で左目に墨をいれ ,

祈祷 してもらつて持ち帰るのが習わしとなっている。

福来寺は, 17世紀の初期,寛永のころの創立と伝えられる。もともと笠井観

音を守る寺として建立された。      (P4「 笠井市場について」参照)

観光山福来寺の笠井観音 (聖観音菩薩像
の本造立像)が ,笠井の里に現れたのは大

同元年 (806).色 玉川が洪水になった

後,川瀬で光を発 していたものが発見され

た。井戸水で清め,笠をかぶせて,笠井の

里の真ん中の大樹の下に安置 してお祀 りを

したた総う。願い事をよく叶えてくれる笠
井の笠冠 り観音様 と呼ばれて,参詣の人を

…3¨



○笠井市場について
「笠井市」は,湖北の 「金指市」,北遠の「二俣市」と共に,江戸時代遠江

における流通経済の拠点として大きな役割を果たした。

笠井村は皆畑の村で,収穫量が少なく,年貢は金納で負担が重かつた。その

ため村人は農作物や手工業品などを売つたり,古着などを買い出してきて市で

売つたりして換金 した。また,近郷のものたちもとれた産物などを売つたり交

換したりした。さらに城下の商人たちが表店を借 り受けて商売をしたので,そ
の貸し賃を得た。特に塩町の専売である塩,肴町の専売である海産物を求めて

市の日には多くの人が集まり,笠井市を繁栄させたという。

市は,朔 日・五 日。十 日・十五日・二十 日・二十五 日の六斎市で,上組 (上

町)。 中組 (中 町)・ 下組 (本 町)の三組で交互に月 2回ずつ開かれ,それぞ

れ上市 。中市 。下市と呼ばれた。

幕末から明治の初期には,新たな技術導入により遠州綿業 0生糸業の基礎が

つくられ,笠井市場は,繊維製品の取引が大きなウエイ トを占めるようになっ

た。明治 23年には遠陽市場も開設されたが,東海道本線の開通や経済交通運

輸など時代の変革とともに大正時代には衰退 していつた。

今では 1月 10日 の市神様の祭典や笠井観音 (福来寺)の 「だるま市・十日

市」が音をしのぶよすがとなっている。
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15 +湖 俳句の里 (源長院)

曹洞宗源長院は松島十湖の普提寺である。長屋門造りの山門がある。十湖 (吉

平)は,嘉永 2年 (1849)豊 田郡中善地村 (浜松市豊西町)に生まれた。

幼い頃,源長院住職西尾恵全に読み書きを学ぶ。 15才で棚木夷白に俳諧を学

び, 17才 で宗匠となり,名 を知られた。小田原の福山滝助翁から報徳仕法を

学んで実践し,ま た県会議員,引佐色玉郡長など地方政治家として活躍した。

14 半僧坊町石

笠井観音 (福来寺)の裏通りを少し北へ進み,

細道を左折して進むと,半僧坊町石が建てられ

ている。正面に「五里十五丁」,左面に「長上

郡上村 鈴木和三郎 鈴木勝馬」,右面に「明

治十八年四月□□」と亥1ま れている。この道は

寺島大伝寺前の半僧坊道に向かう近道の細道で

ある。

もつようになったという。天穂 日命は織物をつかさどる神であり,創建当時この

あたりに織物に関係をもつ職人の集団がいたことをうかがわせる。境内からは奈

良時代の須恵器ぉ
。
く,■顔鮮 などが発見されている。境内には明和 7年 ,文政 9年の

秋葉山常夜灯や小栗廣伴の和歌の碑が建てられている。

16 服織神社

社伝によると,創建は奈良

時代元明天皇の和銅元年 (7
08)。 延喜式神名帳に所載の

藤靡滋盛とされ廟 主維 と祭神は

天穂 日命 と建御名方命。古事

記によると天穂 日命の二十数

代のちにあたる者が遠江介に

任ぜ られ,遠江 とかかわ りを

17 かなきんさま

服織神社のすぐ南に祠がある。祭神は,昔 この土地

の困つている人を救つてくれた高名な武将とも高僧と

もいわれている。祠は,い ぼ神様として地域の信仰を

集めている。いぼをとってもらうには,住所,氏名 ,

年齢を書き,洗米と賽銭をあげ,願いが叶つたときは

小さな鳥居 (木製かブリキ製)ま たは松笠 (30個位)

を奉納するという。祠に祀られているのは, 14世紀

半ばごろ造立の宝筐印塔 (高 さ約 110cm)で ある。

祠が建てられる以前,こ の場所に中世の墳墓があり,

その上に宝筐印塔が建てられていた可能性が高い。

俳句の里には十湖の

句 「世の中に籍あてば

やすすはらい」「浜松は

出世城な り初松魚」の

他 ,門 人知友の句が並

んでいる。

18 半僧坊道標跡

笠井上の交差点に道標 2基あったが,法永寺

に移され, さらに豊西町の 「十湖百句塚」に移

されている。 1つ は 「左半僧坊道」「明治十五

年八月建之」と亥1ま れ, もう一つは 「直秋葉山

左 平口 気賀 金指道」と刻まれている。

(No.3参照)

半僧坊道は笠井上交差点を左折 して,笠井上町から

浜北区寺島方面に向かう。



ら上村に向かう怪火を見た人々が次々と現れた。源右衛門は反省 して改めて一つ

の墓に埋めて供養 した鼻安こと。権七の住んでいた所には,お地蔵様が祀られた。
上村の字名をとって 「韮極地蔵尊」とも「お松地蔵」とも呼ばれる。

19 謹極地蔵尊

今から150年 も前の悲恋の物

語がある。松小池村の源右衛門の

娘お松が笠井上村の権七と恋仲に

なつたが,源右衛門に許 されず ,

ふたりは松小池の池に入水 した。
ふたりはそれぞれの村の墓地に埋

葬されたが,夜になると松小池か

21 水野久 平の碑

寺島大伝寺の入 口左手に,町の発明家 といわれた水野

久平の碑がある。江戸時代から笠井周辺では木綿の栽培

が行われ,笠井市場はその集散地 として木綿が取 り引き

された。明治十年代には笠井縞から遠州繊物が発展 し全

国的に知 られた。 この時期,久平は笠井に来て織物の研

究,改良,数多くの発明考護鰭∴ り,遠州織物の品質向

上発展に寄与 した。通称 「機具久 さ」 と慕われた。この

碑は昭和九年二月,弟子たちによつて建てられた。

また,大伝寺には侠客寺島一家を継いだ都田の源人 と

子の常吉・梅吉たちが眠る墓があり,供養されている。
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20 道祖神

双体道祖神で,風化が進んでいる。下

が少 しコンクリー トの台座に埋まってい

る。村境や辻に建てられた魔除けや行路
の安全の神である。男女の神は良縁,出
産,夫婦円満などを願 うものでもある。

双体道祖神は浜北区では二基のみとい

う。左側面に「左平口不どう」と刻まれ ,

以前は,右面に「右宮口庚申Jあ るいは
「辰」の文字が読みとれたという。

22 半僧坊町石

さが り橋を渡つて最初の小さな交差点の

左角に,ブ ロックで囲まれた町石がある。

正面上部の文字が欠けてしまっている。「□

□四丁」と読める。建立年月は不明である。

おそらく五里十四丁の町石 と思われる。半

僧坊道は袴田誠二氏宅の前を斜め左に曲が

つていた。町石はもとはその曲が り角にあ

つたという。

23 秋葉山常夜灯

龍燈 (鞘堂)内 の秋葉山常夜灯には
「秋葉山夜燈」「明和五年戊子霜月吉

祥 日」(1768)「寺嶋村郷中」と刻

まれている。秋葉山常夜灯としては古
い時期のものである。池田 。笠井より
「秋葉街道貴布祢の道標」に向かう道

に沿つて建てられてお り,も とは少 し

南にあった。

24 半僧坊町石

袴田誠二氏宅前から西に進むと,市り|1正

昭氏宅の向かいに町石がある。もとは少 し

東にあつたという。上部が欠けている。正

面に「□□二丁」,右側面に 「大村武平

中安吉平」と刻まれている。おそらく五里

十二丁の町石と思われる。大村武平は,明
治 10年代の寺島村戸長である。


